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2013年県労連賃金確定闘争大綱妥結

子の看護休暇を改善、高齢層の昇給・昇格抑制を押し返す！

育児休業に係る退職手当の除算率を４分の１に改善！臨時的任用職員の給与の上限を改善！

県労連は11月13日、2013賃金確定闘争の最終交渉を行いました。

自治労県職労幹事団は、度重なる賃金削減等によって職員のモチベーションが危機的な状況にあることを最後まで強く訴え、モチベーションが維持できるような具体的な回答を求めました。

また、当局から提案された50歳台後半層の昇給・昇格制度改悪の撤回を強く求めました。

３回の幹事団交渉と三役交渉の結果、次の点を総合的に評価して、14日午前1時5分に大綱妥結しました。
妥結内容（概要）
子の看護休暇の拡充

・取得日数について

　小学校就学の始期に達するまでの子については、現行1年につき5日を6日に改める。

　(子が2人以上の場合は、現行10日で変更なし)

・実施時期：2014年1月1日

メンタルヘルス対策の強化

・リハビリ勤務中に事故等があっても、何の補償もされないことを指摘したことに対して、職員が安心してリハビリ勤務ができるための措置を任命権者ごとに講ずることを確認。詳細は任命権者交渉

・実施時期：2014年4月1日

次世代育成支援対策

・子育て支援をさらに進め、男性の育児休業取得率改善のために、働きやすい職場環境を整備する。

・退職手当算定にあたり、育児休業取得1年目について、休業期間の除算率を1/4に改善する。

実施時期：2014年1月1日
臨時的任用職員の賃金改善

・初任給算定についての上限

行(1)1－29(178,800円)を1－37(191,600円)に改善。(地域手当を含めると、14,080円の賃上げ)

・実施時期：2014年4月1日

50歳台後半層の昇給・昇格抑制

・昇給・昇格制度の見直しは、引き続き話し合っていくこととし、今期の導入を押し返した。

再任用職員の財形貯蓄
・一般財形にかぎり、再任用後も継続して加入することができることとする。

・実施時期：2014年4月1日

総労働時間の短縮に向けた対策

・各任命権者あてに、総労働時間の短縮対策についてより推進するよう、労務統括官名で通知をする。

2013確定闘争解説

（１）県人事委員会報告の問題点

　○　今回の確定闘争にあたっては、まず、その前段の県人事委員会報告の問題を指摘せざるを得ません。

　○　人事院は、国家公務員と民間企業の較差を76円（0.02％）としています。

　○　神奈川県では本年４月から、較差対象の持ち家に係る住居手当を1,300円引下げています。

　○　持ち家に係る住居手当の受給者は４割弱であり、全職員で割り返すと約500円になります。

　○　つまり、持ち家に係る住居手当の引下げ分だけで、神奈川県における民間企業との較差は、500円あるはずです。

　○　それが、県人事委員会の報告では、公民較差は298円（0.07％）とされています。

　○　自治労県職労としては、この県人事委員会報告自体に、大きな疑問を持たざるを得ません。

　○　次に、較差が298円（0.07％）であったとしても、この較差の解消を勧告しなかったことも、大きな問題です。

　○　神奈川県とほぼ同様の較差（355円0.09％）だった千葉県では、県人事委員会が初任給の改善と若年層の賃金改善を勧告しています。

　　　なぜ千葉県人事委員会にできて、神奈川県人事委員会にできなかったのでしょうか？

　○　人事委員会は、単なる第三者機関ではなく、労働基本権が制約されていることに対する代償機関であり、職員の労働条件改善とともに、人材確保の任も担うべき組織のはずです。

　　　現在の県人事委員会は、そうした責務を果たしているとは到底思えません。

（２）交渉過程

　○　自治労県職労が重点に要求したのは、

　・298円の較差解消

　・県人事委員会報告の中でも明らかな、初任給の改善（大卒／民間：203,012円、県：196,680円、その差：6,332円）と若年層の賃金改善

　・次世代育成支援のため、扶養手当の改善と育児休業の男性取得促進に向けた具体策の策定

　・メンタルヘルス対策として、リハビリテーション勤務時の通勤災害・業務災害を補償する損害保険の加入

　・臨任・非常勤職員の賃金改善

　○　また、県労連の他の単組も

　・子の看護休暇の日数及び適用年齢の拡大

　・短期介護休暇の日数拡大

　・教育職場における多忙化対策　等を要求

　○　県労連の総決起集会で、自治労県職労の職場代表は、「この間の賃金削減、退職金の削減、人員削減、不適正経理以降のムダな内部管理事務の増大で、職員のモチベーションは危機的な状態だ。当局はこの状態を理解し、職員がやる気を持てる回答を示すべきだ」と決意表明しました。

○　県労連要求の根底にあったのは、この発言にあるように、ギリギリの状態の中にあっても、県民サービスのために一生懸命働き続ける職員のモチベーションをどう維持するかということでした。

○　人事委員会の勧告がない中で、較差を解消することは、当局にとって難しいことかもしれません。

　○　しかし、勧告が出ていないとしても、僅か298円の較差であったとしても、プラス較差をきちんと解消することが、職員のモチベーションにつながります。

　○　また、較差の解消が困難ならば、休暇等の組合員の切実な要求に応えることも、一つの方法です。

　○　県労連はこうした観点で交渉に臨み、当局からも「職員のモチベーションを維持することは重要だ」との認識を示させながら、較差の解消には至りませんでしたが、ギリギリ次の回答を引き出すことができました。

　・現在・将来の子育て世代を支援するために、子の看護休暇を改善させ、男性の育児休業取得促進のための働きやすい環境の整備を進め、育児休業における退職手当の除算率を改善させた。

　・臨任の初任給の上限を改善させた。

　・過重労働によるメンタルヘルス対策として、リハビリ勤務における課題を、今後の任命権交渉で改善することを約束させた。

　・50歳台後半層の昇給・昇格の抑制の今期導入を阻止した。

（３）今後の課題

　○　来年の公民較差がどうなるか、確かなことはわかりませんが、較差が出た場合はきちんと勧告させ、改善させる必要があります。

　○　そのために、県人事委員会が自らの責務を深く自覚し、真に公正・公平な第三者機関としての役割を果たすよう、県労連とともに人事委員会対策を強めていきます。

○　初任給・若年層の賃金が民間より低いことは事実です。若年層のモチベーション向上、人材確保の観点からも、初任給等の改善は、来期においても引き続き重要な課題です。

○　「給与制度の総合的な見直し」については、生涯賃金の抑制とならないよう、自治労本部を通じて中央交渉を進めます。

○　時短等の課題については、今後の基本要求交渉の中で、人員増、過重労働撲滅の課題とともに、要求の前進を図ります。

決着メモ

○　平成26年４月１日から平成27年３月31日までの間における地域手当の支給率については、10％とする措置を講ずる。

○　育児休業（1歳までの子に係るものに限る。）に係る退職手当の除算率については、４分の１に改めることとし、平成26年１月１日から適用する措置を講ずる。
○　子の看護休暇については、小学校就学の始期に達するまでの子について、現行１年につき５日を６日の範囲内で取得できることとし、平成26年１月１日から適用する措置を講ずる。

○　臨時的任用職員のうち、行政職給料表（１）及び学校行政職給料表適用の一般事務職の初任給算定については、１級33号給（初任給調整後1級37号給）を限度とすることとし、平成26年４月１日から適用する。

○　財形貯蓄のうち一般財形については平成26年度から再任用後も継続して加入できるよう見直すものとする。

○　高齢層職員の昇給・昇格制度の見直しについては、引き続き話し合っていくものとする。

○　メンタルヘルス対策については、任命権者の実情に応じて進めるものとする。

○　配偶者帯同休業の創設については、国の動向等を踏まえ、引き続き話し合っていくものとする。

○　高齢期の雇用問題については、国の動向等を踏まえ、引き続き話し合っていくものとする。

○　給与制度の総合的な見直しについては、国の動向等を踏まえ、引き続き話し合っていくものとする。

○　人事給与システムの再構築に伴う給与及び旅費に関する見直しについては、賃金専門小委員会及び旅費小委員会で話し合っていくものとする。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































